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真に民主的な労働運動を
不断に追求し、働く者と
家族の幸せ、JR産業の持
続的発展を実現しよう！

JR連合

JR連合

　

９
月
２
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は

「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
所
属
議
員
秘

書
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

た
。
50
人
を
超
え
る
議
員
秘
書

と
、
Ｊ
Ｒ
連
合
加
盟
各
単
組
の

政
策
担
当
者
ら
が
意
見
交
換
を

行
い
、
エ
リ
ア
ご
と
の
課
題
認

識
を
共
有
し
、
今
後
の
解
決
に

む
け
た
取
り
組
み
に
対
す
る
理

解
と
協
力
を
求
め
た
。

　

意
見
交
換
会
の
冒
頭
、
主
催

者
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

荻
山
市
朗
会
長
は
「
Ｊ
Ｒ
連
合

は
目
下
Ｊ
Ｒ
に
お
け
る
責
任
産

別
の
地
位
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の

に
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
で
働
く

す
べ
て
の
仲
間
の
『
Ｊ
Ｒ
連
合

へ
の
総
結
集
』
に
む
け
た
取
り

組
み
強
化
を
進
め
て
い
る
」
と

語
り
、組
織
課
題
・
政
策
課
題

を
は
じ
め
と
す
る
課
題
解
決
の

た
め
に
は
政
治
と
の
連
携
は
欠

か
せ
な
い
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
中
山
耕
介
組
織
部

長
が
「
Ｊ
Ｒ
連
合
の
組
織
課
題
」

と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
産
業
へ
の
革
マ

ル
派
浸
透
問
題
に
対
す
る
政
府

等
の
公
式
見
解
な
ど
に
触
れ
、

「
こ
の
『
国
家
の
治
安
問
題
』

を
１
日
で
も
早
く
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
賛
同
を
求

め
た
。

　

中
村
鉄
平
交
通
政
策
部
長
か

ら
は
「
２
０
１
９
年
度
の
重
点

政
策
課
題
」
に
つ
い
て
、
２
０

２
０
年
度
税
制
改
正
、
自
然
災

害
へ
の
対
応
、
地
域
公
共
交
通

の
維
持
活
性
化
、
整
備
新
幹
線

を
取
り
巻
く
課
題
を
説
明
。
と

り
わ
け
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推

進
に
不
可
欠
な
「
Ｊ
Ｒ
貨
物
の

高
性
能
機
関
車
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
特
例
措
置
」
等
の
適

用
延
長
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
へ
の
支
援
策
が

２
０
２
０
年
度
で
節
目
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
１
年
度

以
降
の
支
援
実
現
に
む
け
て
も

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
連
携
が

必
要
で
あ
る
と
呼
び
か
け
た
。

　

エ
リ
ア
ご
と
に
分
か
れ
た
意

見
交
換
会
で
は
、
課
題
と
解
決

に
む
け
た
方
策
を
披
瀝
し
、
参

加
し
た
秘
書
か
ら
も
政
治
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
踏
ま
え
た
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
Ｊ

Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
、
21

世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
地
方
議
員
団
連
絡
会
と

い
っ
た
政
治
と
の
連
携
を
深
め

つ
つ
、
組
織
課
題
・
政
策
課
題

の
解
決
へ
と
着
実
に
前
進
さ
せ

て
い
く
。

続々加入！北鉄労から
３人が仲間の輪に！
ＪＲ北労組苗穂工場支部

　８月30日、ＪＲ北海道苗穂工場で働く３
人の青年が、北鉄労を脱退し、ＪＲ北労組
に加入した。
　今回は、22歳、23歳、25歳の青年が仲間
に加わり、７月から８月にかけてＪＲ北労
組への加入が続いている。いずれも北鉄労
に不信感を募らせた中で、自由で民主的な
ＪＲ連合・ＪＲ北労組の存在を知り、加入
を決断した。

今こそＪＲ連合・ＪＲ北労組への
総結集しかない

ＪＲ関係労働者のＪＲ連合への総結集をめざし、加盟単組
の活動を強化する方針を決定

ＪＲにおける責任産別たるＪＲ連合において、課題解決のためには
政治との連携は欠かせないと訴える荻山会長

鎌田会長の団結ガンバロウでＪＲ東海連合一丸となった組織拡
大・労働条件向上にむけ意思統一

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

は
９
月
３
日
、
岡
山
市
で
第
27

回
総
会
を
開
催
し
た
。
総
会
で

は
、
幹
事
会
、
総
会
委
員
、
来

賓
、
傍
聴
な
ど
80
人
が
出
席
し
、

安
全
確
立
、
組
織
強
化
・
拡
大
、

労
働
条
件
向
上
を
は
じ
め
と
し

た
す
べ
て
の
活
動
を
、
Ｊ
Ｒ
関

係
労
働
者
の
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総

結
集
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
加
盟

全
単
組
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

冒
頭
、
幹
事
会
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
八
木
大
星
代
表

幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
・
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
労
組
委
員
長
）
は
、

グ
ル
ー
プ
会
社
に
お
け
る
慢
性

的
な
人
手
不
足
や
離
職
率
の
高

止
ま
り
に
つ
い
て
、
「
労
使
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
最
重
要
課
題
」
と

の
認
識
を
示
し
た
う
え
で
、
出

席
者
に
対
し
て
、
賃
金
を
は
じ

め
と
し
た
労
働
条
件
の
向
上
に

引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
や
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け
る
労
働
組

合
の
動
向
に
も
触
れ
つ
つ
、
改

め
て
単
組
内
で
労
働
組
合
の
必

要
性
を
説
く
取
り
組
み
を
実
践

す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
白
壁
靖
子
Ｊ

Ｒ
西
日
本
連
合
事
務
局
長
、
松

岡
裕
次
全
国
交
運
共
済
理
事
長

が
出
席
し
、
激
励
と
連
帯
の
挨

拶
を
行
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

は
、
荻
山
市
朗
会
長
・
尾
形
泰

二
郎
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

　

議
事
で
は
、
事
務
局
か
ら
２

０
１
９
年
度
活
動
方
針
案
と
し

て
、
今
後
、
活
動
の
力
点
を
分

科
会
活
動
に
置
く
こ
と
を
基
調

に
、
今
年
中
に
分
科
会
毎
に
総

対
話
行
動
を
実
施
す
る
こ
と
や
、

「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

（
２
０
１
９
〜
２
０
２
３
）
」

で
設
定
し
た
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者

の
あ
る
べ
き
姿
・
中
期
目
標
の

達
成
に
む
け
て
、
労
働
協
約
改

訂
交
渉
や
春
季
生
活
闘
争
を
軸

に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
提
案

さ
れ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
議
事
を
一
旦
中
断
し

て
実
施
し
た
分
科
会
別
討
議
で

は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
へ
の

対
応
や
離
職
防
止
に
む
け
た
取

り
組
み
を
中
心
に
意
見
交
換
を

行
い
、
各
単
組
の
課
題
や
取
り

組
み
の
共
有
を
図
っ
た
。

　

な
お
、
幹
事
会
に
つ
い
て
は
、

五
十
嵐
浩
孝
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
東
海

連
合
・
東
海
キ
ヨ
ス
ク
労
組
委

員
長
）
、
安
部
剛
幹
事
（
Ｊ
Ｒ

四
国
連
合
・
四
国
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ

労
組
委
員
長
）
、
後
藤
啓
治
幹

事
（
Ｊ
Ｒ
九
州
連
合
・
Ｊ
Ｒ
九

州
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
労
組
委

員
長
）
が
退
任
し
、
八
木
代
表

幹
事
を
は
じ
め
と
す
る
14
人
の

幹
事
を
選
出
し
た
。

　

交
運
労
協
は
８
月
24
日
か
ら

31
日
に
か
け
、
自
動
車
運
輸
道

路
建
設
労
働
組
合
・
国
際
連
合

（
略
称
：
国
際
連
合
）
と
の
交

流
協
定
に
基
づ
く
訪
問
団
を
派

遣
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
荻
山
市

朗
会
長
と
北
村
公
次
労
働
政
策

部
長
が
参
加
し
た
。
こ
の
相
互

交
流
は
１
９
８
４
年
に
開
始
さ

れ
、
今
回
が
13
回
目
の
訪
問
と

な
る
。

　

モ
ス
ク
ワ
で
は
市
鉄
労
組
、

バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
労
働

者
で
組
織
す
る
モ
ス
ク
ワ
州
交

通
労
組
、
旧
ソ
連
邦
各
国
の
労

組
を
代
表
す
る
国
際
組
織
で
あ

る
全
ロ
シ
ア
労
働
組
合
連
盟

（
Ｖ
Ｋ
Ｐ
）
の
そ
れ
ぞ
れ
委
員

長
ら
幹
部
と
懇
談
し
た
ほ
か
、

モ
ス
ク
ワ
郊
外
の
バ
ス
会
社
を

訪
問
し
て
労
使
関
係
や
企
業
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

す
る
な
ど
、
ロ
シ
ア
の
交
通
運

輸
部
門
に
お
け
る
労
働
実
態
を

中
心
に
学
ん
だ
。

　

ロ
シ
ア
鉄
道
を
は
じ
め
、
Ｊ

Ｒ
連
合
加
盟
単
組
の
よ
う
に
労

使
が
経
営
課
題
を
含
め
真
摯
な

協
議
を
重
ね
る
建
設
的
な
労
使

関
係
を
持
つ
企
業
が
多
く
あ
る

こ
ろ
も
あ
る
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
ソ
連
時
代
か
ら
の
伝

統
も
あ
り
、
育
児
支
援
の
環
境

が
整
い
労
使
と
も
に
女
性
の
活

躍
が
進
み
、
女
性
の
社
長
や
委

員
長
な
ど
幹
部
が
非
常
に
多
い

こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
は
隣
国
で
あ
り
な
が

ら
一
般
的
に
は
交
流
の
機
会
の

少
な
い
国
だ
が
、
非
常
に
明
る

く
親
切
で
友
好
的
な
方
々
ば
か

り
で
、
働
く
仲
間
と
の
連
帯
を

深
め
る
有
意
義
な
訪
問
と
な
っ

た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
グ
ル
ー
プ
労
働
組

合
連
合
会
（
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
）

は
９
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
、

岐
阜
県
高
山
市
内
で
第
35
回
定

期
大
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の

運
動
方
針
を
満
場
一
致
で
決
定

し
た
。

　

鎌
田
茂
会
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副

会
長
・
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
中

央
執
行
委
員
長
）
は
挨
拶
の
冒

頭
、度
重
な
る
自
然
災
害
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
安
全
・
安
定
輸

送
の
確
保
や
高
品
質
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
全

体
で
堅
調
な
業
績
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

そ
の
上
で
課
題
提
起
と
し
て
、

安
全
に
つ
い
て
は
、
事
故
防
止

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
労
災
防

止
で
は
触
車
事
故
が
連
続
し
て

お
り
注
意
を
要
す
る
こ
と
。
組

織
強
化
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
で
発
生
し
て
い
る
大
量
脱

退
を
念
頭
に
、
す
べ
て
の
グ
ル
ー

プ
会
社
で
労
働
組
合
を
組
織
し
、

加
入
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
。
労
働
条
件
の
向
上

に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
春
季

生
活
闘
争
へ
の
決
意
や
、
リ
ニ

ア
開
業
に
む
け
て
東
海
連
合
も

変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
、な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ

言
及
し
た
。

　

大
会
に
は
来
賓
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
東
海
萩
原
健
二
人
事
部
長
や

粂
川
浩
二
勤
労
課
長
、
交
運
共

済
東
海
事
業
本
部
菅
沼
恒
夫
本

部
長
ら
が
出
席
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
は
荻
山
市
朗
会
長
、
今

井
孝
治
企
画
部
長
、
北
村
公
次

労
働
政
策
部
長
（
グ
ル
ー
プ
担

当
）
が
出
席
し
た
。

　

議
事
で
は
、
幹
事
会
が
提
起

し
た
議
案
に
対
し
て
加
盟
全
24

単
組
か
ら
発
言
が
あ
り
、
執
行

部
の
答
弁
を
経
て
、
森
田
政
和

事
務
局
長
が
総
括
答
弁
を
行
い
、

す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
役
員
選
出
で
は
４
年

に
亘
り
専
従
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海

連
合
の
運
動
を
牽
引
し
て
き
た

森
田
事
務
局
長
が
退
任
し
、
新

た
に
尾
内
裕
昭
事
務
局
長
（
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
中
央
執
行
副

委
員
長
）
を
選
出
し
た
。

　

な
お
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は

Ｊ
Ｒ
東
海
伊
藤
彰
彦
事
業
推
進

本
部
長
を
は
じ
め
、
全
24
単
組

の
会
社
幹
部
が
駆
け
つ
け
、
会

社
が
抱
え
る
課
題
に
労
使
が
協

力
し
て
取
り
組
め
て
い
る
こ
と

に
謝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

各
単
組
の
出
席
者
と
懇
親
を
深

め
た
。

一
方
、労
組

に
敵
対
的

な
会
社
も

あ
り
、
交

通
運
輸
労

組
の
支
部

に
よ
っ
て

は
組
合
員

の
権
利
と

地
位
を
守

る
た
め
厳

し
く
闘
っ

て
い
る
と

女性活躍が著しいモスクワ州交通労組とバス企業を
訪問

「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
秘
書
と
の
意
見
交
換
会

さ
ら
な
る
連
携
強
化
で

諸
課
題
の
解
決
図
る

「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
秘
書
と
の
意
見
交
換
会

さ
ら
な
る
連
携
強
化
で

諸
課
題
の
解
決
図
る

交運労協

第
13
次
ロ
シ
ア
訪
問
団

ロ
シ
ア
の
交
通
事
情
を
学
び

働
く
仲
間
と
の
連
帯
を
深
め
る

Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
第
35
回
定
期
大
会

す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
労
働
組
合
を

新
事
務
局
長
に
尾
内
氏
を
選
出

Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
第
35
回
定
期
大
会

す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
労
働
組
合
を

新
事
務
局
長
に
尾
内
氏
を
選
出

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
第
27
回
総
会

Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
に
む
け

加
盟
全
単
組
が
活
動
を
強
化

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
第
27
回
総
会

Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
に
む
け

加
盟
全
単
組
が
活
動
を
強
化
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は
い
つ
ま
で
北
の
大
地
を
彷
徨

い
続
け
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
労
使
関
係
を
憂
え

た
よ
う
な
締
め
括
り
と
な
っ
て

い
た
が
、
西
岡
氏
の
新
著
は
ま

さ
に
、
こ
の
牧
久
氏
の
問
題
提

起
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
昨
年
６
月
、
西
岡
氏
に
よ

る
集
中
連
載「
Ｊ
Ｒ
歪
ん
だ
労
使

関
係
」
が
雑
誌
「
週
刊
東
洋
経

済
」
で
３
週
に
亘
っ
て
掲
載
さ

れ
た
が
、
新
著
は
こ
の
連
載
内

容
に
追
加
取
材
を
重
ね
大
幅
に

加
筆
さ
れ
た
も
の
と
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
北
海
道
や
沿
線
自
治

体
か
ら
の
路
線
維
持
の
た
め
の

支
援
の
検
討
・
実
施
も
本
格
化

し
、
さ
ら
に
は
将
来
に
亘
る
Ｊ

Ｒ
北
海
道
へ
の
経
営
支
援
の
あ

り
方
が
国
会
や
道
議
会
な
ど
で

協
議
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
経
営
問
題
と
し
て

労
使
関
係
の
問
題
を
指
摘
す
る

西
岡
氏
著
書
「
ト
ラ
ジ
ャ
」
は
、

一
石
を
投
じ
る
も
の
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

　

こ
こ
最
近
、
北
海
道
の
地
で

は
大
き
な
う
ね
り
が
巻
き
起
こ
っ

て
い
る
。
北
鉄
労
を
脱
退
し
、

Ｊ
Ｒ
北
労
組
へ
の
加
入
が
相
次

い
で
い
る
。
と
り
わ
け
７
月
か

ら
８
月
に
か
け
て
、
札
幌
を
中

心
と
し
て
北
鉄
労
に
不
信
感
を

募
ら
せ
た
20
代
の
青
年
ら
が
続
々

と
、
自
由
で
民
主
的
な
Ｊ
Ｒ
連

合
・
Ｊ
Ｒ
北
労
組
へ
の
加
入
を

決
断
し
た
の
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
連

合
は
こ
う
し
た
決
断
を
歓
迎
す

る
。
北
海
道
の
地
に
お
い
て
ま

さ
に
自
由
で
民
主
的
な
労
働
運

動
が
奔
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
証

左
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

過
去
に
あ
っ
た
よ
う
な
脱
退
者

に
対
す
る
北
鉄
労
の
圧
力
は
、

今
の
と
こ
ろ
、
な
り
を
潜
め
て

い
る
様
子
で
あ
る
。
国
の
監
督

命
令
が
下
っ
た
今
、
北
鉄
労
は

そ
の
異
常
性
を
隠
す
た
め
に
タ

コ
ツ
ボ
状
態
に
徹
し
、
す
っ
か

り
大
人
し
く
な
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

い
つ
何
時
過
去
に
見
ら
れ
た
よ

う
な
「
見
せ
し
め
」
的
行
為
を

起
こ
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
点
に
関
し
て
も
引
き

続
き
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

新
著
は
〝
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら
約

７
割
の
大
量
脱
退
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
社
長
２
人
と
組
合
員
の
相

次
ぐ「
謎
の
死
」の
真
相
と
は
？

衝
撃
の
超
弩
級
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
〞
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
三

部
構
成
か
ら
な
る
そ
の
一
つ
と

し
て
、
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
『
歪
な

労
政
』
の
犠
牲
者
」
と
題
し
た

第
３
部
で
は
、
革
マ
ル
派
が
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
経
営
に
介
入
し
て

き
た
こ
と
や
、
そ
れ
が
「
２
人

の
社
長
の
死
」
に
影
響
し
た
と

す
る
章
立
て
に
な
っ
て
い
る
模

様
。
今
年
４
月
末
に
発
行
さ
れ

新
聞
や
雑
誌
な
ど
で
多
く
の
書

評
が
掲
載
さ
れ
た
「
暴
君
」

（
牧
久
氏
著
書
）
で
は
、
「
Ｊ

Ｒ
の
妖
怪
・
松
崎
明
の〝
亡
霊
〞

北
海
道
労
組
の
ド
ン
〞
と
言
わ

れ
て
き
た
所
以
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
回
笹
森
体
制

と
は
な
っ
た
も
の
の
、
佐
々
木

氏
が
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
影

響
力
を
背
景
と
し
て
、
今
後
も

引
き
続
き
労
組
運
営
や
Ｊ
Ｒ
北

海
道
と
の
労
使
関
係
に
対
し
て

関
与
し
続
け
る
の
で
は
な
い
か

と
の
憶
測
も
流
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
西
岡
研
介

氏
の
著
書
「
ト
ラ
ジ
ャ　

Ｊ
Ｒ

『
革
マ
ル
』
30
年
の
呪
縛
、
労

組
の
終
焉
」
（
東
洋
経
済
新
報

社
）
が
９
月
20
日
に
発
売
さ
れ

る
と
の
情
報
が
同
出
版
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
最
大
労
組
で

あ
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
（
北
鉄

労
）
は
、
６
月
９
・
10
日
、
第

34
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
役

員
改
選
で
鎌
田
寛
司
氏
が
委
員

長
を
退
任
し
、
新
た
に
笹
森
哲

也
氏
が
新
委
員
長
に
就
任
、
書

記
長
に
は
高
橋
秀
幸
氏
が
再
任

さ
れ
た
。
ま
た
、
顧
問
の
佐
々

木
信
正
氏
（
72
歳
）
が
顧
問
の

嘱
託
を
解
か
れ
、
組
合
の
役
職

か
ら
完
全
に
離
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
旨
、
雑
誌「
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」

で
報
じ
ら
れ
た
。
「
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
」
に
よ
れ
ば
、
佐
々
木
氏

は
「
機
関
開
催
の
際
に
は
委
員

長
席
の
真
後
ろ
に
鎮
座
し
、
終

始
無
言
な
が
ら
存
在
感
を
放
っ

て
い
た
」
由
。
ま
さ
に
〝
Ｊ
Ｒ

「
ト
ラ
ジ
ャ
」

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の「
歪
な
労
政
」を
暴
く

富士山の森づくりボランティア活動
交運共済の仲間と

森林保護に貢献

「心ひとつに～仲間とともに明るい未来へ～｣を掲げ鶴石新
議長の音頭で団結ガンバロウ

「トラジャ　ＪＲ『革マル』30年の呪縛、労組の終焉」
QRコードから新書紹介

大
牟
田
市
議
会
議
員

松  

尾  

哲  

也 

さ
ん  

　
　

地方議員団
紹介

【ＪＲ九州労組】

て
い
る
三
池
炭
鉱
関
連
遺
産
が
２
０
１
５

年
７
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
市
民
は
人
情
味
が
あ
る
し
、
物
価

は
安
い
、
肉
や
魚
も
お
い
し
い
大
牟
田
市

へ
、
是
非
一
度
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
今
年
７
月
の
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

議
員
団
会
議
総
会
で
、
団
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
議
員
団
の
数
も
減
少
し
て
お

り
、
新
人
議
員
の
発
掘
と
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
制
度
政
策
要
求
の
実
現

に
向
け
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

年
に
は
約
20
万
８
０
０
０
人
だ
っ
た
人
口

も
、
現
在
は
11
万
４
０
０
０
人
台
ま
で
減

少
、
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
）
も
36
・
３

％
と
少
子
・
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
街
で

す
。

　

一
方
、
一
昨
年
、
市
政
施
行
１
０
０
周

年
を
迎
え
、
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
で
有
名
な
レ

ベ
ル
フ
ァ
イ
ブ
の
日
野
社
長
が
大
牟
田
在

住
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
炭
鉱
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
「
ジ
ャ
ー
坊
」
と
い
う
ゆ
る
キ
ャ

ラ
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
出

場
の
２
０
１
７
年
の
全
国
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ

ラ
ン
プ
リ
は
全
国
18
位
、
昨
年
は
堂
々
の
第

２
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。
炭
鉱
が
あ
っ

た
街
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
な
が
ら
、

新
た
な
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
市
内
に
残
さ
れ

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
仲
間
の
皆
さ
ま
、
大
牟
田

市
議
会
議
員
の
松
尾
哲
也
で
す
。
私
は
18

歳
で
当
時
の
国
鉄
に
入
社
、
駅
を
経
て
20

歳
で
当
時
の
熊
本
車
掌
区
の
車
掌
に
な
り

ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
１
９
９
０
年
の
総
選

挙
で
、
国
鉄
出
身
の
細
谷
治
通
衆
議
院
議

員
初
当
選
後
、
29
歳
で
秘
書
に
な
り
、

１
９
９
９
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
大

牟
田
市
議
会
議
員
に
初
当
選
、
現
在
６
期

目
で
す
。
兼
職
議
員
と
し
て
、
議
会
活
動

と
勤
務
（
熊
本
乗
務
セ
ン
タ
ー
車
掌
）
、

地
域
活
動
に
と
奮
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
自
分
の
体
調
を
維
持
す
る
た
め
に
、

中
学
か
ら
始
め
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
月
に

一
〜
二
度
練
習
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

大
牟
田
市
は
、
三
池
炭
鉱
で
栄
え
た
も

の
の
、
１
９
９
７
年
に
閉
山
、
１
９
５
９

　

８
月
31
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

交
運
共
済
が
公
益
財
団
法
人
オ

イ
ス
カ
の
事
業
と
協
働
し
て
取
り

組
む「
富
士
山
の
森
づ
く
り
」植
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
画
し
た
。

　

当
該
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、山
梨

県
鳴
沢
村（
富
士
山
２
合
目
付

近
）に
お
け
る
虫
害
の
発
生
に
よ

り
損
な
わ
れ
た
森
林
約
１
０
０
ha

の
早
期
再
生
を
め
ざ
し
て
富
士

山
に
自
生
す
る
広
葉
樹
を
植
樹

す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、２
０
０

７
年
よ
り
Ｊ
Ｒ
連
合
も
協
働
し

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。今
回
は
、

松
岡
裕
次
理
事
長
を
始
め
と
す

る
交
運
共
済
の
役
職
員
と
Ｊ
Ｒ

連
合
役
員
に
加
え
、Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
、鉄
構
労
の
仲
間
を
含
め

た
総
勢
26
人
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
13
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
強
風
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
た

苗
木
を
、
柵
や
添
え
木
を
設
置

し
て
真
っ
直
ぐ
に
引
き
起
こ
す

作
業
や
、
下
草
刈
り
を
行
っ
た
。

慣
れ
な
い
作
業
で
は
あ
っ
た
も

の
の
、
専
門
家
の
指
導
の
も
と
、

安
全
第
一
で
け
が
人
な
く
作
業

を
終
え
た
。
作
業
終
了
後
、
交

流
会
を
行
い
参
加
者
ど
う
し
の

懇
親
を
図
っ
た
。

　

９
月
７
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・

女
性
委
員
会
は
、
広
島
市
内
に

お
い
て
、
第
28
回
定
期
総
会
を

開
催
し
た
。
全
国
か
ら
約
１
１

０
人
の
仲
間
た
ち
が
参
集
し
、

｢

心
ひ
と
つ
に
〜
仲
間
と
と
も

に
明
る
い
未
来
へ
〜｣

を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
向
こ
う
１
年
間

の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
か
ら
荻
山
市
朗
会
長
、

中
村
鉄
平
交
通
政
策
部
長
（
青

女
担
当
）
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
か
ら

上
村
良
成
中
央
執
行
委
員
長
が

出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
新
倉
実
議
長
は
挨
拶

に
立
ち
、
議
長
と
し
て
の
３
年

間
を
「
『
仲
間
づ
く
り
』
と

『
民
主
化
闘
争
』
が
す
べ
て
だ
っ

た
」
と
語
り
、
こ
の
間
の
取
り

組
み
の
成
果
と
課
題
を
述
べ
つ

つ
、
こ
れ
ま
で
の
理
解
と
協
力

に
謝
意
を
述
べ
、
総
会
へ
の
積

極
的
参
画
を
要
請
し
た
。

　

幹
事
会
か
ら
経
過
報
告
の
後
、

　

機
関
紙
「
Ｊ
Ｒ
連
合
」
は
、
こ
れ
ま
で
毎
月
１
日
及
び
15
日
の
発
行
を
基
本
に

し
て
き
ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
毎
月
１
日
の
み
の
発
行
と
し
ま
す
。
な
お
、
職

場
討
議
資
料
等
の
特
集
号
は
継
続
し
て
発
行
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
機
関
紙
「
Ｊ
Ｒ
連
合
」
で
は
全
国
に
目
を
向
け
た
紙
面
構
成
や
単

組
の
取
り
組
み
紹
介
等
の
身
近
な
記
事
を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

青
年
・
女
性
委
員
会
の
行
動
指

針
で
あ
る｢

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ　

２
ｎ
ｄ｣

に
も
と
づ
く
活
動
方
針
と
し
て
、

２
０
１
９
年
度
の
具
体
的
な
取

り
組
み
な
ど
を
提
起
し
、
７
人

の
総
会
委
員
・
特
別
委
員
か
ら

発
言
が
あ
り
、
各
幹
事
か
ら
の

答
弁
を
経
て
、
鈴
木
大
介
事
務

長
が
総
括
答
弁
を
行
っ
た
。
新

役
員
体
制
に
つ
い
て
も
提
起
し
、

活
動
方
針
と
と
も
に
満
場
一
致

で
決
定
。
鶴
石
議
長
を
中
心
と

し
た
新
体
制
を
確
立
し
た
。

　

最
後
に
総
会
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
し
、
鶴
石
議
長
の
掛
け
声
の

も
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
総
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

〈
新
役
員
〉

議
長　

鶴
石　

貢（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

事
務
長　

島
口
明
典（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

幹
事　

松
田
俊
也（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

同　
　

菊
池
春
香（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

同　
　

大
路
弘
美（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

同　
　

池
原
匡
哉（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

同　
　

杉
本　

涼（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

同　
　

鈴
木
教
仁（
貨
物
鉄
産
労
）

「ＪＲ連合」発行日
変更のお知らせ

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員
会
第
28
回
定
期
総
会

鶴
石
議
長
を
中
心
と
し
た

幹
事
会
体
制
を
確
立


